
 
 
 
 
 第３回目の「和歌山市中心市街地活性化基本計画（改訂版）策定のための市民ワークショップ」が， 
６月３０日（水）午後６時３０分より，和歌山市勤労者総合センター６階文化ホールで開催されました。 
前回（６月１６日）の議題である「現状の課題の把握」を受けて，今回は，「問題・原因解決案」を 

議題に４つのグループがそれぞれのグループテーマに沿って討議・検討を行いました。 
 
 

グループ討議（ワーキング２） 

 

 前回のグループ討議で検討した現状の課題を踏まえて，その問題や原因の解決案について，Ａ～ 
Ｄそれぞれのグループテーマに沿って討議を行いました。 
・ Ａグループ「個店の魅力で人を惹きつけるまち」 
・ Ｂグループ「お気に入りの風景やスポットのあるまち」 
・ Ｃグループ「長い時間ゆっくり過ごせるまち」 
・ Ｄグループ「高齢になっても生き生きと暮らせるまち」 
今回は，アドバイザー役の１５人のワーキング協働スタッフ（ＴＭＯ・県・市職員）も４グループに分 

かれて入り，討議に参加して市民メンバーからの質問に答えつつ意見を述べるという形でワーキングを進め 
ました。市民メンバーにとってはグループ討議が２回目ということもあり，積極的に意見が出され，活発な

討議が行われました。 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

討議終了後，各グループの代表者が，自分たちの検討結果のまとめを発表しました。 
それぞれのグループの検討結果は次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和歌山市中心市街地活性化基本計画（改訂版）策定のための市民ワークショップ 

第３回（６月３０日）開催記録 

  

  



 

Ａグループ 
「個店の魅力で人を惹きつけるまち」賑わい性創出ワーキンググループ 

今回の議題 「問題・原因解決案」 
ファシリテータ 

氏 名 
川﨑 昌和 

（検討結果） 
今回のテーマは「問題・原因解決策」ということで、前回議論した「和歌山の中心市街地には、

大変革が必要」との考えを前提として、中心市街地に賑わいをもたらすための方策について考えて

いきました。 
まず、皆が共感できるまちとしての理想像・コンセプト（方向性）について、キーワードを挙げ

ていきました。その上で、その理想像を実現するための方策を、①個店としての魅力の向上策、②

個店の集積地としての賑わいづくり方策、③憩いの空間としてのイメージアップ策、という３段階

に分けて考えました。 
やはり根本に関わる対策として、「まちづくりの理想像・方向性を決めたならば、その方向性に沿った

取り組みを商店街等が一致団結して実現していく」ことが重要だという認識をメンバーで共有するこ

とができました。この、皆が共感できるまちづくりの方向性については、今後のワークショップの

中でじっくりと「美しいフレーズ」を考えていきたいと思います。 
なお、Ａグループは「個店の魅力」が大きなテーマであることを踏まえ、憩いの空間づくりとい

ったテーマは他のグループでの検討に譲り、今後は「個店の魅力をいかにして向上していくのか」

を重点的に検討していきます。 
 

 
 

 
 

その方策とは？

Ａグループ　「問題・原因解決策」ステージ　とりまとめ

前回の議論

そもそも、
「中心市街地」＝「さびれたところ」

という固定観念が定着してしまっていることが
最大の問題だ

　⇒それを変えるには、大変革が必要！

　◆「○○なまちづくりをします」宣言を
　◆和歌山のまちなかでしか味わえないことを
　◆個店単位での「こだわり」づくりを

■フラッシュ・アイデア
　　○もっと川を活かした展開
　　○まちなかの森づくり
　　○個店共通のちょっとした「しつらい」づくり
　　○「露地」を
　　○商業者の新陳代謝を誘導するしくみ
　　○駐車場から目的の店までの間が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽しい空間づくり

個店としての魅力

個店の集積地としての魅力

まち空間としての魅力

賑
わ
い

目指すべきは「○○なまち（づくり）」？

①個店としての魅力を向上させる「こだわり」の取り組みとは？

②個店が集まった「集積地」としてのにぎわい・ファンをつくるには？

③時間が過ごせる「憩いの空間」としてのイメージアップを図るには？

キーワード： 統一感のある美しさ、 「凝り性」の復活
サプライズ（驚き）、 個々の文化力・こだわり
イベントや各種取り組みの継続性 前提としての「楽しさ」

★「○○なまちづくり」が決まったら、全ての店が一致団結して進むことが大切

●インパクトのある店の誘致（一軒の店でまちは変わる）
●やはり「ほんまもん」を提供すること ●まちや店に「文句言う人」を
●接客術（ホスピタリティ）の向上 ●借地の建物に自由度を
●空き店舗対策　⇒仕組みを変える別途プロジェクトとして検討することが望ましい

●美しさを表出させる「ＣＩ（コーポレイト・アイデンティティ）事業」
　　　　　　　　⇒商店街だけでなく、まちづくり関係者全体での取り組みを
●安価なアクセス方策　⇒コミュニティ・バス等　　●いたるところでイベント
●水辺のオープン・カフェ・ストリート ●シャッター前利用を可能に
●アートとしてのこだわり（都市空間のプロデュース）　　●妖しげな横道

●自然との融合（水、緑、森、芝生、和歌山城）　⇒虚像でないものを
●日陰、縁台、木製舗装、黒竹、夜店　⇒雑賀橋などを拠点に
●土日・午後８時までの公共窓口を空き店舗に
●小学校統合による跡地活用　⇒屋台村、芝居小屋

　←規制緩和が鍵となる可能性あり（今後、さらに研究していこう）



 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂグループ 
「お気に入りの風景やスポットのあるまち」界隈性創出ワーキンググループ 

今回の議題 「問題・原因解決案」 
ファシリテータ 

氏 名 
西川 昇 

（検討結果） 
最初に、前回の「課題」と「原因」をもう一度確認しました。ハード設備は最低限しか手を加え

ないという点ではグループメンバーは合意しているのですが、そこで新たな「課題」として「景観

や見ためを優先するあまりに安全性や機能性が犠牲になってはいけない」、「原因」として「まちの

プロデューサーがいない」という２点を追加しました。 
 以上のことをもとにして以下のような解決策を、次々と挙げていきました。 
  

 
課題 原因 解決策 

今ある風景・スポットをどの 

ように見せていくか？ 

まちを風景としてとらえてい 

ない 

まちを利用した RPG ゲームの開発 
小学生・子供を中心に考えた、彼らが見方を獲得するような仕組み 
大規模でレベルの高い写真展 
各映画会社へのアプローチ 
色々な視点の地図を作る 
楽しいオブジェが街中にほしい（オブジェを募集するコンテストをする） 
和歌山では写真集が安く買える 
まちの成り立ちをもっと市民のものに 
公園を活用する 
写真による見せ方の提示 
市や行政の写真のレベルアップ 
大学生が中心市街地を研究しやすいアプリケーションや素材の無料配布 

まちのポリシー（景観・規 

制・規制緩和・住民合意） 

まちのポリシーがかんじら 
れない 

まちのプロデューサーがい 

ない 

「見せ方」だけでカバーでき 

ない部分への対応 

みんなが「まち」に共通の目標を持てるイベントの開催（例：夢を語る会） 
人が集まれる憩いの場を作る→ベンチが少ない 
住民・市民からの意見の汲み取り 
何か１つの場所をまつりあげる（キャッチフレーズ） 
まちのポリシーの一つとして歴史を位置づける 

各ジャンルのプロデューサー発掘イベント 
幅広い年齢の人にプロデューサーになってもらう（ニーズがよくわかるから） 
ブラボー（中心市街地の情報誌）の活用 
金沢のような協定システムの構築 
市民の意見が言えるところ（窓）がほしい 
小学校高学年でつくった資料をもとに低学年がガイドブックを作成 
  小学校（低学年）に「自分のまちを紹介しよう」という授業 
  小学校（高学年）「自分のまちの資料をつくろう」という授業 

優先順位を決定する仕組み 
新しく出店する人に規制をかける 
市民参加のイベントをつくる 
まわりの風景とインフラの統一感を持たせる 
誰が見ても風景の邪魔になっているものをピックアップ 
歩道橋やゴミ箱など必要なもののメンテナンス 
今ある風景をマイナスにさせているものの改善 

（例：安全、機能性） 

 

  



南海 

和歌山市駅 

和歌山城 

ＢＵＳ 

300ｍ 

小学校の集約（跡地利用） 

・駐車場 

・市営マンション 

・etc 

アクセス（交通） 

・コミュニティバス 

・ベロタクシー 

・レンタル三輪車（荷台付） 

屋形船を 

遊廻 

河川のライトアップ 

本町通りの 

遊歩道化 

（夕方限定） 

大和ﾛｲﾔﾙＨから 

ぶらくりちょう 

・書店 

・etc 

３ヶ所のプロムナード

を活かす 

駐車場対策 

・駐車場禁止区域 

・フリー駐車区域 

→違反駐車に対して 

 罰則を厳しくする 

魅力ＵＰのため 

○商業特区（１） 

 家賃・固定資産税、法人税等の 

 負担ゼロの商業集積をつくる 

○商業特区（２） 

 風営法の規制対象外、

 合法カジノの商業集積

○商業特区（３） 

 土地、建物の売買を活発にする為に 

 相続税免除等の特例対応を行う 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃグループ 
「長い時間ゆっくり過ごせるまち」回遊性・滞留性創出ワーキンググループ 

今回の議題 「問題・原因解決案」 
ファシリテータ 

氏 名 
片桐 裕明 

（検討結果） 
最初に前回の「現状と課題」の内容を次の３分類として確認し、解決案のイメージを膨らませる

意味で、ファシリテータからサンタモニカの解決例を説明しました。 
 １． 交通の手段「時間を気にしないで使える駐車場がない。」 
 ２． 快適な空間「ゆっくり休憩できる場所がない」 
 ３． 個店の魅力「買い物～映画～食事という時間が過ごせない」 
 ワークショップにあたって、「どこが、どうなれば解決するか」を中心市街地の地図を見ながらに

具体的な意見をメンバーに出していただき、それを地図に貼り付けるという方法で行いました。そ

の成果は下図のとおりです。 
 次回までに、「この解決案を実現するために自分たちが何をすればよいのか、何が出来るのか」を

考えてもらっておくこととしました。 
 

ＪＲ 

和歌山駅 

ハードの整備 

○光・緑を取り入れた都市整備 

○商店街全体として、魅力的な 

 統一されたデザインをする 

○商店街へ企業を誘致 

＜整備例＞ 

●歩道を石畳にする 

●沿道緑化 

●自動車・自転車の乗り 

 入れ制限 

●オープンカフェを誘致 

個店 

○夕方から夜を中心とした 

 営業時間とする 

○露店商を誘致する 

○飲食店ストリート 

○ラーメン横丁 

○特産品エリア 

○クラフトショップエリア 

○イメージ、ブランド性を出す 

ソフトの整備 

○公園ライブ 

○無料映画上映会（夜間） 

○写真展 

○万歩計の配布 



 
 

 

Ｄグループ 
「高齢になっても生き生きと暮らせるまち」暮らし空間創出ワーキンググループ 

今回の議題 「問題・原因解決案」 
ファシリテータ 

氏 名 
鳥渕 朋子 

（検討結果） 
最初にメンバーから議論の方向性として「安心・便利・楽しい」というキーワードの提案があり、

全員が合意し、対象は中心市街地に住んでいる人、ということで話し合いを始めました。また、前

回出た高齢者の定義について議論の再燃があり、高齢者が住みやすいということは若い人でも住み

やすいという意見を踏まえ、あえて高齢者の年齢層等の限定をせずに、いかに魅力あるまちづくり

をするかが重要だということで議論を進めることになりました。 
 作業としては、前回のラベルの内容を「安心」「便利」「楽しい」に３分類することにより課題を

整理し、今回再確認した要素を加え、「課題」と「解決策」をセットでラベルに記入しました。 
 次回は今回出たラベルを配置分析することにより、「こんな街なら住みたい」と思える中心市街

地像についてメンバー間で合意形成し、市民、行政、ＴＭＯのそれぞれの役割を模索していきます。 
【 問題・原因解決策 】  ラベルワーク  
 高齢になっても生き生き暮らせるまち          対象：中心市街地に住んでいる人

キ ー ワ ー ド  〈 安 心 〉 〈 便 利 〉 〈 楽 し い 〉 

 
課題の整理と問題・原因解決策 

公共交通機関の不備 

→(1)バスの利便性向上対策 

①中心地の停留所の増加 

②バスレーンの明示 

  ③行政がバス路線経営参画 

(2)タクシー利便性の向上 

(3)交通機関の連絡性の向上 

①鉄道駅前の整備 

  ②バスルート変更 

良好な住環境  

→安心・便利・楽しくをモッ

トーに 

日用品店舗  

→食料品の店舗に来ても

らう 

まちに元気がない  

→住民の意識改革 

通りがオシャレでない 

目的地がない  

→①既存の公園を改良し

本格的な都市公園に

②公共空間をオープン

カフェに 

看板等が乱雑  

→看板の規制 

緑が少ない  

→住宅・商店の緑化義務化 

街に活気を  

→今回のソーラン祭のよう

な全国的な催しを 

中心地に住むための経済

的な不利  

→居住費（賃貸・新築）へ

の補助 

人の道と車の道がごっちゃまぜ 

→ 動線計画 

内川が暮らしの場になっ

ていない 

 →内川への動線の整備

緑が少なく空気が悪そう 

→緑を増やす（公園を増やす

街路樹を増やす、居住者

の努力） 

自動車の混雑  

→エリア別の車乗り入れ

の制限 

安心して歩ける道  

→①完全バリアフリーの道 

②歩行者と自転車の専用 

道路 

犬の散歩道、みどりの道、人の

散歩道  

→みどりの歩道、公園の拡張、

土の歩道をつくる 
中心地に食料品や日用品

を扱う店がない 

 →旧市街にスーパーが

出店して成功している

例がある 

活気が少ない  

→人通りが多くなる仕掛け

をつくる 

車が多く廃ガスが悪そう 

→①車乗り入れ制限区域

の設置 

②歩行者専用道路を増

やす 

安全 → バリアフリー 

便利 → バス 

楽しさ 

→オープンスペース、 

シンボル、統一性 

日用品店舗が少ない  

→食料品の店舗に来ても

らう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の予定 

  

  次回（７月１４日予定）のワークショップでは，「中心市街地活性化のために自分たちは具体的に何 

をするのが良いか」についてグループ討議を行い,「自分たちがすること・できること」を検討してい 

きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

  


